
種子島宝満神社の御田植祭種子島宝満神社の御田植祭
（令和２年４月３日撮影）（令和２年４月３日撮影）（関連記事 11ページ）（関連記事 11ページ）

みなみたねみなみたね
55 May 2020May 2020

vol.730vol.730

広報広報

鉄砲伝来と宇宙へはばたくまち鉄砲伝来と宇宙へはばたくまち

YouTubeYouTube
種子島みなみたねチャンネル種子島みなみたねチャンネル
「「御田植祭御田植祭」」
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Town Topics
　
全
国
的
に
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
４
月
16
日

（
木
）
に
国
は
「
緊
急
事
態
宣
言
」
の
対
象
地
域

を
全
都
道
府
県
に
拡
大
し
、
鹿
児
島
県
そ
し
て
本

町
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
・
対
策
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
か
ら
、現
在
の
主
な
町
と
し
て
の
対
応・

対
策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

４
月
３
日
（
金
）

　
健
康
危
機
管
理
対
策
本
部
設
置

４
月
８
日
（
水
）

　
第
２
回
健
康
危
機
管
理
対
策
本
部
会
議

４
月
17
日
（
金
）

　
第
３
回
健
康
危
機
管
理
対
策
本
部
会
議

○
転
入
者
向
け
チ
ラ
シ
の
配
布

○
ロ
ケ
ッ
ト
見
学
場
所
の
閉
鎖
・
見
学
の
自
粛
の

　
お
願
い

○
種
子
島
に
来
訪
す
る
旅
行
者
及
び
帰
省
者
等
に

　
対
す
る
渡
航
の
自
粛
又
は
延
期
の
お
願
い

○
「
南
種
子
町
に
お
住
ま
い
の
皆
様
へ
」
全
戸
配
布

○
学
校
一
斉
休
校
に
伴
う
児
童
ク
ラ
ブ
対
応

○
女
性
が
ん
検
診
・
集
団
検
診
・
介
護
予
防
大
会

　
の
延
期

○
各
地
区
運
動
教
室
・
ロ
コ
モ
教
室
休
止

○
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ど
の
開
催
自
粛

○
河
内
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
休
館

○
一
時
滞
在
場
所
の
検
討

　
※
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
結
果
待
ち
で
自
宅
待
機
が
困
難

　
な
人
（
旅
行
者
な
ど
）

○
関
係
必
要
物
品
・
備
品
の
確
認
・
調
達

○
宇
宙
ヶ
丘
公
園
・
前
之
浜
海
浜
公
園
の
キ
ャ
ン

　
プ
場
閉
鎖

○
農
業
者
休
養
施
設
（
浜
田
の
湯
）
の
休
館

○
小
・
中
学
校
の
一
斉
休
校

　
（
４
月
７
日
か
ら
４
月
17
日
ま
で
）

　
（
４
月
25
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
）

○
教
育
施
設
・
体
育
施
設
・
文
化
施
設
の
休
館

　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
鹿
児
島
県
そ
し
て
地
元

選
出
の
県
議
会
議
員
に
対
し
、
種
子
島
の
現
状
の

説
明
、そ
し
て
島
内
に
お
け
る
医
療
体
制
の
確
立・

支
援
に
つ
い
て
お
願
い
を
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

感
染
防
止
対
策
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
並
行

し
、
今
後
も
引
き
続
き
県
へ
対
し
強
く
働
き
か
け

を
行
い
ま
す
。

◆
今
後
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
南
種
子
町
役
場　
☎
㉖
１
１
１
１
（
代
表
）

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た

め
に
、
役
場
庁
舎
内
に
お
い
て
も
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
務
課

新型コロナウイルスの町内での発生・感染拡大を防ぐために新型コロナウイルスの町内での発生・感染拡大を防ぐために
企
画
課

保
健
福
祉
課

取
組
概
要

建
設
課

管
理
課

社
会
教
育
課

健
康
危
機
管
理
対
策
本
部

各
課
の
対
応
・
対
策

総
合
農
政
課

役場庁舎内の様子役場庁舎内の様子
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アルコール消毒液の寄付4 月 15 日

　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、接触
感染の予防に重要なアルコール消毒液が不足
していることを受けて、本町に営業所のある
三伸工業株式会社（加地重久代表取締役）か
ら、南種子町の公共施設において使用してい
ただきたいとアルコール消毒液などを寄付し
ていただきました。
　各事業者においても、在庫状況がひっ迫す
る中での寄付に対し、改めてお礼申し上げま
す。

非接触赤外線体温計貸与式4 月 13 日

　新型コロナウイルスの感染防止対策の一環
として、宿泊客や従業員の検温に利用しても
らおうと、町宇宙開発推進協力会から町内の
35 旅館業者に非接触赤外線体温計が貸し出さ
れました。
　この日貸与式が行われ、協力会会長の小園
裕康町長から町旅館業組合長の日髙広太郎氏
に組合員分の 24 個が手渡され、「組合員には
こまめなチェックを呼び掛ける」と組合長は
話されました。
　今後、健康チェック体制の強化が図られる
ことになります。

新型コロナウイルスの町内での発生・感染拡大を防ぐために新型コロナウイルスの町内での発生・感染拡大を防ぐために
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Town Topics　
今
年
度
の
自
治
公
民
館
長
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

公
民
館
は
、
地
域
住
民
の
生
活
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
と
っ
て
重
要

な
地
縁
組
織
で
す
。

　

公
民
館
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
早
め
に
ご
加
入
い
た
だ
き
、
生

活
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

地区公民館長（敬称略）
地 区 名 氏 名 地 区 名 氏 名
平 山 中畠　一三 西 海 牛野　進一郎
茎 永 外園　香 島 間 船川　継人
下 中 鮫島　和巳 長 谷 宮田　明久
西 之 加納　洋一 上 中 鮫島　宗弘

集落公民館長（敬称略）
集 落 名 氏 名 集 落 名 氏 名 集 落 名 氏 名
浜 田 浦邊　美智生 本 村 山辺　則幸 小 平 山 柴　将規
（平）仲之町 山田　恒美 平 野 羽生　義仁 新 長 谷 上浦　善幸
（平）西之町 山田　幸三 崎 原 大脇　修 赤 石 池亀　耕一
広 田 山田　龍太 下 西 目 德永　浩文 第一長谷 前原　淳一
上 里 向江　德次郎 前 之 原 河東　浩二 長 谷 野 宮田　明久
新 上 里 日髙　富夫 小 田 戸石　助美 有 尾 久　富知夫
菅 原 真田　美津博 木 原 小𦚰　昭弘 摺 久 保 川下　秀幸
雨 田 向江　新次 野 尻 小脇　秀則 大 宇 都 山田　文徳
中 部 田頭　茂穂 砂 坂 砂坂　一洋 上 之 平 羽生　幸一
（茎）仲之町 岩元　毅 管 造 牧 髙橋　幸一 本 町 遠藤　敏治
宇 都 浦 園田　孝太郎 上 瀬 田 中之薗　一則 共 栄 坂野　修一
松 原 上浦　忍 野 大 野 中脇　義弘 上 野 河野　晃正
阿多惜経 向江　文夫 下 立 石 立石　拓也 仲 西 永吉　利昭
竹 崎 島崎　克也 上 立 石 立石　幸代 （上）西之町 永峰　千明
夏 田 夏田　照美 大 川 大川　則夫 焼 野 濱田　伸一
郡 原 羽生　雄治 牛 野 園田　正則 山 崎 日髙　利幸
里 髙田　充昭 田 尾 峯山　秀三郎 新 栄 町 有留　常夫

山 神 岩坪　鉄平 （島）仲之町 川﨑　春美 河 内 岡田　匡貴
真 所 羽生　満久 向 方 村岡　道信
田 代 鮫島　政幸 大 久 保 岩坪　淳

今
年
度
の
自
治
公
民
館
長
が
決
定
し
ま
し
た

　

４
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
の
人
事
異

動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。【　
】
は
旧
職
名
。

▼
課
長
級

羽
生　
裕
幸

　
総
務
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

　
【
公
立
種
子
島
病
院
組
合
事
務
長
兼
管
理

　
課
長
（
派
遣
）】

濱
田　
広
文

　

保
健
福
祉
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　
タ
ー
長
兼
福
祉
事
務
所
長

　
【
議
会
事
務
局
長
】

西
村　
一
広

　
税
務
課
長

　
【
税
務
課
長
補
佐
兼
町
税
課
税
係
長
】

藺
田　
美
津
子

　
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

　
【
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
長
】

河
野　
美
樹

　
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
長

　
【
会
計
課
会
計
係
長
】

小
西　
嘉
秋

教
育
委
員
会
管
理
課
長
兼
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
庶
務
係
長

【
保
健
福
祉
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
長
兼
福
祉
事
務
所
長
】

島
﨑　
憲
一
郎

　
議
会
事
務
局
長

　
【
教
育
委
員
会
管
理
課
長
兼
給
食
セ
ン　

　
タ
ー
所
長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
庶
務
係
長
】

山
田　
直
樹

　
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　
【
企
画
課
長
補
佐
】

古
市　
義
朗

　
水
道
課
長
（
派
遣
）

　
【
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】

園
田　
一
浩

　

一
般
社
団
法
人
南
種
子
町
ま
ち
づ
く
り

　

 

公
社
事
務
局
長
（
派
遣
）

　
【
総
務
課
ま
ち
づ
く
り
公
社
設
立
担
当
参
事
】

河
野　
和
昭

　

公
立
種
子
島
病
院
組
合
事
務
長
兼
管
理

　
課
長
（
派
遣
）

　
【
公
立
種
子
島
病
院
組
合
管
理
係
長（
派
遣
）】

▼
課
長
補
佐
級

日
髙　
一
幸

総
務
課
行
財
政
改
革
担
当
補
佐
兼
財
政
係
長

【
総
務
課
財
政
係
長
】

▼
係
長
級

日
髙　
義
文

総
務
課
管
財
係
長

【
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係
】

石
堂　
裕
司

企
画
課
政
策
推
進
係
長

【
企
画
課
企
画
開
発
係
長
】

立
石　
勝
行

企
画
課
企
画
開
発
係
長

　
【
総
合
農
政
課
林
務
水
産
係
長
】

丸
塚　
直
子

保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長

　
【
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係
長
】

人
　
事
　
異
　
動
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▼
係
長
級

岩
元　
浩
美

保
健
福
祉
課
健
康
保
険
係
長

　
【
保
健
福
祉
課
保
険
給
付
係
長
】

羽
生　
義
仁

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係
長

　
【
税
務
課
地
籍
調
査
係
長
】

日
髙　
左
京

税
務
課
町
税
課
税
係
長

　
【
保
健
福
祉
課
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
担
当
係
長
】

堂
原　
昭
洋

税
務
課
地
籍
調
査
係
長

　
【
総
務
課
管
財
係
長
】

廣
濱　
忠
樹

総
合
農
政
課
林
務
水
産
係
長

　
【
種
子
島
産
婦
人
科
医
院
組
合
管
理
係
長

　
（
派
遣
）】

鮫
島　
幸
紀

建
設
課
管
理
係
長

　
【
建
設
課
用
地
工
務
係
長
】

日
髙　
孝
之

建
設
課
用
地
工
務
係
長

　
【
水
道
課
管
理
係
長
（
派
遣
）】

才
川　
い
ず
み

会
計
課
会
計
係
長

　
【
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
係
長
】

船
川　
千
鶴

あ
お
ぞ
ら
保
育
園
保
育
係
長

　
【
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
保
育
士
】

石
堂　
和
博

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
係
長

　
【
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
係
】

河
東　
昭
寛

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記

　
【
建
設
課
管
理
係
長
】

濱
田　
伸
一

水
道
課
管
理
係
長
（
派
遣
）

　
【
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記
】

村
田　
吉
広

一
般
社
団
法
人
南
種
子
町
ま
ち
づ
く
り
公

社
事
務
局
庶
務
係
長
（
派
遣
）

　
【
総
務
課
ま
ち
づ
く
り
公
社
設
立
担
当
係
長
】

白
川　
廣
秋

公
立
種
子
島
病
院
組
合
管
理
係
長（
派
遣
）

　
【
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
】

▼
一
般
職
員

中
峰　
涼
子

総
務
課
戸
籍
住
民
係

【
新
規
採
用
】

日
髙　
智
洋

企
画
課
政
策
推
進
係

【
税
務
課
町
税
課
税
係
】

日
髙　
隆
一
郎

企
画
課
企
画
開
発
係

【
農
業
委
員
会
農
地
振
興
係
】

茅
切　
正
俊

企
画
課
観
光
経
済
係

【
新
規
採
用
】

河
野　
正
彰

保
健
福
祉
課
福
祉
年
金
係

【
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
派
遣
）】

美
野　
汐
里

保
健
福
祉
課
健
康
保
険
係

【
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係
】

小
脇　
美
智
代

保
健
福
祉
課
健
康
保
険
係

【
保
健
福
祉
課
保
険
給
付
係
】

川
元　
亜
希

保
健
福
祉
課
健
康
保
険
係

【
保
健
福
祉
課
保
険
給
付
係
】

日
髙　
良
美

保
健
福
祉
課
健
康
保
険
係

【
保
健
福
祉
課
保
険
給
付
係
】

林　
辰
二
郎

保
健
福
祉
課
環
境
衛
生
係

【
建
設
課
管
理
係
】

有
留　
鈴
菜

税
務
課
町
税
課
税
係

【
総
務
課
戸
籍
住
民
係
】

古
市　
永
遠

税
務
課
町
税
課
税
係

【
新
規
採
用
】

河
野　
裕
太

総
合
農
政
課
農
業
再
生
対
策
係

【
保
健
福
祉
課
環
境
衛
生
係
】

長
田　
か
お
り

建
設
課
管
理
係

【
教
育
委
員
会
給
食
セ
ン
タ
ー
庶
務
係
】

立
石　
慎
也

教
育
委
員
会
管
理
課
庶
務
係

【
企
画
課
企
画
開
発
係
】

田
中　
剛

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

【
企
画
課
観
光
経
済
係
】

柳
田　
啓
伍

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
係

【
税
務
課
収
納
管
理
・
保
険
税
係
】

日
髙　
美
保

教
育
委
員
会
給
食
セ
ン
タ
ー
庶
務
係

【
保
健
福
祉
課
福
祉
年
金
係
】

坂
口　
ま
ゆ
み

議
会
事
務
局
書
記

【
税
務
課
町
税
課
税
係
】

中
村　
陽
星

農
業
委
員
会
農
地
振
興
係

【
新
規
採
用
】

▼
退
職
（
令
和
２
年
３
月
31
日
付
）

髙
田　
真
盛

　
【
総
務
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
】

小
脇　
秀
則

　
【
税
務
課
長
】

小
川　
ひ
と
み

　
【
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
】

日
髙　
勉

　
【
水
道
課
長
（
派
遣
）】

河
口　
恵
一
朗

　
【
総
務
課
行
財
政
改
革
担
当
参
事
】

竹
本　
ふ
ぢ
江

　
【
教
育
委
員
会
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
】

浜
尾　
勇
二

　
【
公
立
種
子
島
病
院
組
合
看
護
師（
出
向
）】

山
下　
弘
子

　
【
公
立
種
子
島
病
院
組
合
看
護
師（
出
向
）】

中
原　
実
里

　
【
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係
】

小
田　
さ
や
か

　
【
教
育
委
員
会
管
理
課
庶
務
係
】

村
田　
美
紀

　
【
議
会
事
務
局
書
記
】
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３
月
25
日
（
水
）、
第
24
期

宇
宙
留
学
生
の
合
同
修
了
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
教
育
長
か
ら
留

学
生
へ
修
了
証
書
が
手
渡
さ

れ
た
ほ
か
、
町
長
に
よ
る
留

学
生
に
贈
る
言
葉
や
、
留
学

生
代
表
の
言
葉
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

　

留
学
生
の
皆
さ
ん
の
今
後

の
活
躍
を
ご
期
待
し
ま
す
。

留
学
生
代
表
の
言
葉

花
峰
小
６
年　
井
上　
奨
馬

　

ぼ
く
は
今
回
、
南
種
子
町

に
来
て
た
く
さ
ん
の
貴
重

な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
の
一
つ
が
サ
ー

フ
ィ
ン
教
室
で
す
。
ぼ
く

は
初
め
て
サ
ー
フ
ィ
ン
を

し
て
、
最
初
は
全
然
乗
れ

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
だ
ん

だ
ん
と
乗
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ボ
ー
ド
の
上

に
立
て
た
時
は
気
持
ち
よ

か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
宇
宙
少
年
団
の

『
宇
宙
の
ま
ち
キ
ャ
ン
プ
』

で
は
九
州
で
一
番
高
い
山

『
宮
之
浦
岳
』
の
登
山
が
心

に
残
っ
て
い
ま
す
。
途
中

疲
れ
て
何
度
も
く
じ
け
そ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
山

頂
で
見
た
景
色
は
と
て
も

き
れ
い
で
今
で
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
南
種

子
町
の
人
だ
け
で
な
く
日

本
各
地
か
ら
参
加
し
た
イ

ベ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
い
ろ

ん
な
人
と
も
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
の
経
験
は
帰
っ

た
ら
で
き
な
い
こ
と
な
の

で
「
留
学
し
て
き
て
よ
か
っ

た
。」
と
思
い
ま
し
た
。
こ

こ
で
の
一
年
間
の
経
験
を

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
い
か

し
て
も
っ
と
自
分
自
身
が

成
長
で
き
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

修了証書授与の様子修了証書授与の様子

井上奨馬さん井上奨馬さん

小市暖大さん小市暖大さん
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県
で
は
、
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
と
い

わ
れ
る
ウ
ミ
ガ
メ
を
守
る
た
め
に
、「
鹿

児
島
県
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
条
例
」
を
制
定

し
、
保
護
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
ウ
ミ
ガ
メ
保
護

監
視
員
を
配
置
し
、
保
護
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
監
視
場
所
は
、
前
之
浜

海
岸
一
帯
と
竹
崎
海
岸
一
帯
で
、
５

月
１
日
（
金
）
か
ら
７
月
31
日
（
金
）

ま
で
監
視
を
行
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
ふ
化
体
験
活

動
の
た
め
採
卵
を
行
う
場
合
は
、
許

可
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
役
場

企
画
課
企
画
開
発
係
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
企
画
課　
企
画
開
発
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
の
注
意
事
項

①
暗
く
な
っ
た
海
で
騒
が
な
い
。

②
海
岸
で
ラ
イ
ト
や
マ
ッ
チ
な
ど
を

む
や
み
に
つ
け
な
い
。

※
タ
バ
コ
も
吸
わ
な
い
よ
う
に
す
る
。

③
産
卵
場
所
に
ゴ
ミ
（
空
き
缶
、
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
）
を
捨
て
な
い
。

④
上
陸
中
や
穴
掘
り
中
の
カ
メ
に
近

づ
か
な
い
。

⑤
産
卵
中
の
カ
メ
に
む
や
み
に
近
づ

い
た
り
、
光
を
当
て
た
り
し
な
い
。

⑥
カ
メ
に
む
や
み
に
触
ら
な
い
。

⑦
ふ
化
時
期
に
は
、
ふ
化
の
障
害
と

な
ら
な
い
よ
う
特
に
注
意
す
る
。

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

松
く
い
虫
防
除
を
実
施
し
ま
す

　

海
岸
沿
い
の
松
林
は
、
海
岸
か
ら

の
風
や
潮
、
津
波
や
高
波
、
飛
ん
で

く
る
砂
な
ど
か
ら
海
岸
沿
い
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
作
ら
れ
た
森
林
で

す
。

　
こ
の
松
が「
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ

ウ
（
体
長
１
㎜
未
満
の
線
虫
）」
に
よ

り
枯
れ
る
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
（
図

１
）」
が
寄
生
し
た
「
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ

カ
ミ
キ
リ
（
図
２
）」
が
樹
皮
を
食
べ

た
か
み
傷
か
ら
、
松
の
中
に
入
り
松

を
枯
ら
し
ま
す
。

　

町
で
は
枯
松
被
害
拡
大
を
防
止
す

る
た
め
、
県
か
ら
の
委
託
事
業
と
し

て
、
カ
ミ
キ
リ
虫
が
松
か
ら
飛
び
出

す
前
に
駆
除
す
る
伐
倒
駆
除
と
、
松

林
全
体
へ
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

航
空
防
除
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年

度
も
実
施
の
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

　

松
林
の
管
理
保
全
の
た
め
、
松
く

い
虫
駆
除
防
除
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
航
空
防
除
実
施
計
画

●
期
日　
５
月
14
日
（
木
）

●
場
所

　

茎
永
松
原
山
か
ら
下
中
前
之
浜
一

帯
の
約
44
ヘ
ク
タ
ー
ル

※
天
候
な
ど
に
よ
り
日
程
変
更
あ
り

◆
伐
倒
駆
除
実
施
計
画

●
期
間　
冬
季
に
実
施
予
定

●
場
所　
茎
永
・
下
中
地
区

※
松
の
被
害
状
況
に
よ
り
実
施

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
合
農
政
課　
林
務
水
産
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
７
）

図１

図２
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利
用
し
て
、
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
を
用
い

た
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
手
続
き

（
７
月
末
か
ら
）

④
民
間
決
済
事
業
者
を
通
し
た
チ
ャ

ー
ジ
又
は
買
い
物

※

民
間
決
済
事
業
者
と
は
、「 

○ 

○

Ｐ
Ａ
Ｙ
」
と
い
っ
た
も
の
や
電
子
マ

ネ
ー
な
ど

気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

　町
民
の
皆
様
に
気
を
付
け
て
い
た

だ
き
た
い
こ
と
は
、「  

マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い

」
場
合
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し

て
い
る
方
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予

約
（
準
備
②
）
に
つ
い
て
は
時
間
を

か
け
ず
簡
単
に
設
定
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
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宇宙のまち話題
Photo News
Photo News

「宙太くん」

たねやくきらめき表彰3 月 24 日

　中央認定こども園の入園式が行われまし
た。
　今年度は４歳児２人、３歳児 19 人が新
たに入園し、新入児点呼では名前が呼ばれ
ると元気に返事をする姿が見られました。
　式では、古市英洋園長によるお祝いの言
葉が贈られたほか、在園児によるお迎えの
歌が披露されました。
　今年度、中央認定こども園は全園児 86
人となりました。

中央認定こども園入園式中央認定こども園入園式4 月 4 日

　民生委員・児童委員を長年務められた功
績を称え、小薗正喜氏に対して厚生労働大
臣より表彰状が送られました。小薗氏は７
期 21 年にわたり主任児童委員を務め、平
成 27 年４月より５年間、町協議会の会長
も務められました。
　この日授与式が行われ、南種子町民生委
員・児童委員協議会の堂原利則会長から表
彰状が手渡されました。

長年の功績を称え表彰状授与長年の功績を称え表彰状授与4 月 10 日

　熊毛支庁において、「たねやくきらめき
表彰」の表彰式が行われ、三菱打上げサー
ビス射場チーム（ＭＩＬＳＥＴ）が表彰さ
れました。
　今回の受賞は、自主的にロケット輸送道
路やロケット打ち上げ見学場周辺の清掃活
動を行っており、ロケット打ち上げ見学に
訪れる観光客のための環境整備を続けてい
ることなどが評価されたものです。
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４
月
３
日
（
金
）、
国
指
定
文
化
財

「
種
子
島
宝
満
神
社
の
御
田
植
祭
」
が
、

宝
満
神
社
の
宮
司
・
総
代
・
茎
永
地

区
公
民
館
の
役
員
・
集
落
公
民
館
長

な
ど
に
よ
っ
て
、
古
式
豊
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、

御
田
の
森
で
の
神
事
が
行
わ
れ
た
後
、

古
く
か
ら
の
田
植
え
歌
に
あ
わ
せ
て

御
神
田
「
オ
セ
マ
チ
」
に
赤
米
の
苗

が
手
植
え
さ
れ
、
御
神
田
「
舟
田
」

で
は
、
御
田
植
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。

　

直
会
で
は
赤
米
の
握
り
飯
が
振
る

舞
わ
れ
、
最
後
に
め
で
た
節
が
唱
和

さ
れ
る
と
、
唄
声
が
茎
永
の
田
浦
に

響
き
渡
り
ま
し
た
。

種
子
島
宝
満
神
社
の
御
田
植
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

種
子
島
宝
満
神
社
の
御
田
植
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
３
月
、
令
和
元
年
度
南
種
子
町
就
学
児
む
し
歯
ゼ
ロ
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
の
た
め
表
彰
式
は
開
催
せ
ず
、
表
彰
状

と
記
念
品
を
対
象
者
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
表
彰
を
受
け
た
の
は
、
今
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
し
た
子
ど
も
た
ち
の
中

で
、
令
和
元
年
10
月
に
行
わ
れ
た
就
学
児
歯
科
検
診
に
て
、
む
し
歯
が
１
本
も
な
く
、

治
療
歴
も
な
い
子
ど
も
た
ち
31
人
で
し
た
。

　
む
し
歯
予
防
の
た
め
に
は
、
毎
日
の
歯
み
が
き
で
歯
に
食
べ
か
す
を
残
さ
な
い
こ

と
、お
や
つ
は
だ
ら
だ
ら
食
べ
ず
に
時
間
を
決
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
80
歳
に
な
っ

て
も
20
本
以
上
の
歯
を
残
せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
歯
み
が
き
を
し
っ
か
り
続
け
て

く
だ
さ
い
。

就
学
児
む
し
歯
ゼ
ロ
表
彰

就
学
児
む
し
歯
ゼ
ロ
表
彰

むし歯ゼロ表彰者氏名（50 音順、敬称略）

伊
いとう

藤　うりな 佐
さとう

藤　優
ゆづき

月 濱
はま だ

田　楓
ふうま

馬

岩
いわもと

元　悠
はるま

真 島
しまさき

崎　達
たつや

也 肥
ひ ご

後　留
る か

夏

浮
うき た

田　絆
き い

衣 関
せき

　健
けんぞう

蔵 古
ふるいち

市　琥
こはく

珀

海
かい

津
づ

　凪
なぎ

園
その だ

田　愛
まなか

海 細
ほそやま

山　泉
いずき

輝

加
かと う

藤　葵
あおい

髙
たかはし

橋　篤
あつ し

史 峰
みねやま

山　陽
ひなた

向

河
かわ の

野　星
せすく

宙 髙
たかはし

橋　一
いっけん

剣 宮
みや の

野　心
ここる

桜

河
かわ の

野　博
ひろとし

聖 髙
たかみね

峯　七
ななみ

海 三
みや ま

山　星
せ ら

徠

川
かわわき

脇　一
いちか

華 立
たていし

石　菜
な な み

々美 三
みやま

山　美
み く

来

栗
くりはら

原　きはち 服
はっとり

部　鳳
ほたか

空 向
むか え

江　善
ぜん

小
こに し

西　嘉
ひろと

斗 濱
はまがみ

上　煌
こうせい

成 山
やま だ

田　真
まなか

花

佐
さと う

藤　晴
はるき

希
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InformationInformation
航
路
・
航
空
路
の
運
賃

低
廉
化
事
業
の
「
準
住

民
」
の
適
用
範
囲
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
有

人
国
境
離
島
法
に
基
づ
く

施
策
を
推
進
す
る
た
め
、

「
航
路
・
航
空
路
運
賃
低
廉

化
事
業
」
が
実
施
さ
れ
、

同
年
10
月
よ
り
住
民
に
準

ず
る
も
の
（
準
住
民
）
へ

も
適
用
が
開
始
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
令
和
２
年
４

月
１
日
よ
り
、
制
度
改
正

に
よ
り
『
準
住
民
』
の
適

用
範
囲
が
次
の
と
お
り
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

【
改
正
前
】

　

南
種
子
町
の
区
域
外
に

あ
る
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
学
校
に
在
学
す
る
18

歳
以
下
の
児
童
・
生
徒
等

（
当
該
児
童
・
生
徒
等
を
扶

養
す
る
住
民
が
、
南
種
子

町
に
居
住
し
、
住
民
登
録

を
行
っ
て
い
る
場
合
に
限

る
。）

【
改
正
後
】

　

南
種
子
町
の
区
域
外
に

あ
る
学
校
教
育
法
（
昭
和

22
年
法
律
第
26
号
）
第
１

条
に
規
定
す
る
学
校
、
同

法
第
124
条
に
規
定
す
る
専

修
学
校
又
は
同
法
第
134
条

第
１
項
に
規
定
す
る
各
種

学
校
に
在
学
す
る
者
（
当

該
児
童
・
生
徒
等
を
扶
養

す
る
住
民
が
、
南
種
子
町

に
居
住
し
、
住
民
登
録
を

行
っ
て
い
る
場
合
に
限

る
。）

■
割
引
後
の
料
金

　

航
路
・
航
空
路
共
に
鹿

児
島
か
ら
種
子
島
へ
の
料

金
に
つ
い
て
は
、
住
民
と

同
じ
料
金
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
者
の
顔
写
真
（
３
か

月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真

（
上
半
身
）
で
、
縦
３
㎝
、

横
2.5
㎝
の
も
の
）

・
健
康
保
険
証
な
ど
住
所
が

確
認
で
き
る
書
類

・
在
学
証
明
書
（
原
本
）
ま

た
は
学
生
証
（
写
し
可
）

・
扶
養
者
の
氏
名
お
よ
び
住

所
が
確
認
で
き
る
書
類
（
健

康
保
険
証
な
ど
）

■
代
理
申
請

　

扶
養
者
な
ど
へ
委
任
し

て
申
請
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
代
理
の
方
の

住
所
、
氏
名
が
確
認
で
き

る
健
康
保
険
証
若
し
く
は

運
転
免
許
証
な
ど
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

離
島
割
引
カ
ー
ド
の
発

行
手
続
き
は
、
役
場
企
画

課
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。
発
行
は
無
料
で
す
が
、

窓
口
の
込
み
具
合
に
よ
っ

て
多
少
時
間
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
時

間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
役
場
企
画
課
企
画

開
発
係
☎
㉖
１
１
１
１
（
内

線
１
７
１・１
７
２
）

　　

こ
の
講
習
は
、
職
業
訓

練
指
導
員
（
職
業
訓
練
に

お
い
て
訓
練
を
担
当
す
る

者
）
と
し
て
必
要
な
能
力

を
付
与
す
る
た
め
、
厚
生

労
働
大
臣
の
指
定
す
る
講

習
実
施
要
領
に
よ
り
実
施

す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
講
習
修
了
後
に

鹿
児
島
県
知
事
に
申
請
す

る
こ
と
で
職
業
訓
練
指
導

員
免
許
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
期
日

７
月
28
日
（
火
）
～
30
日

（
木
）、
８
月
４
日
（
火
）

～
６
日（
木
）計
６
日
間（
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）

◆
場
所

鹿
児
島
高
等
技
術
専
門
校

鹿
児
島
市
草
牟
田
２
丁
目

36
ー
39

◆
受
講
資
格
（
主
な
も
の
）

①
技
能
検
定
（
国
家
検
定
）

の
１
級
・
単
一
等
級
合
格

者
②
職
業
能
力
開
発
校
修

了
者
で
４
年
～
10
年
の
実

務
経
験
者
③
学
校
教
育
法

に
よ
る
免
許
職
種
に
関
す

る
学
科
を
修
め
た
者
で
、

大
学
卒
者
２
年
、
短
期
大

学
・
高
等
専
門
学
校
卒
者

４
年
、
高
等
学
校
卒
者
７

年
の
実
務
経
験
の
あ
る
者

◆
受
付
期
間

５
月
18
日
（
月
）
～
29
日

（
金
）
必
着
（
土
・
日
曜
日

は
除
く
）

◆
定
員

30
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
ま
す
。）

◆
受
講
料

１
５
６
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
込
み
）

※
受
講
案
内
、
受
講
申
請

書
は
鹿
児
島
県
職
業
能
力

開
発
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

令
和
２
年
度
職
業
訓
練

指
導
員
（
48
時
間
）
講

習
実
施
の
ご
案
内
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情報ひろば
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鹿
児
島
放
送
局

か
ら
の
お
知
ら
せ

き
ま
す
。

◎
問
＝
鹿
児
島
県
職
業
能

力
開
発
協
会
☎
0
9
9

（
2
2
6
）
3
2
4
0

　

今
年
４
月
13
日
に
種
子

島
Ｆ
Ｍ
補
完
中
継
局
が
開

局
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
第
一
が
Ｆ
Ｍ
で
も
お

聞
き
い
た
だ
け
ま
す
。
Ｆ

Ｍ
放
送
が
受
信
で
き
る
ラ

ジ
オ
で
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
周
波
数
：
79
・
３
Ｍ

Ｈ
ｚ
（
Ｆ
Ｍ
）

※
山
陰
な
ど
、
場
所
に
よ
っ

て
は
聞
こ
え
に
く
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

◎
問
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
受
信
相
談
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
）
受
付
時

間
：
午
前
９
時
か
ら
午
後

８
時
☎
0
5
7
0
（
0
0
）

3
4
3
4

　

今
年
度
の
調
理
師
試
験

は
、
次
の
と
お
り
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

(

指
定
試
験
機
関
で
あ
る

(
公
社)

調
理
技
術
技
能
セ

ン
タ
ー
へ
委
任)

◆
試
験
日
時

10
月
10
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

◆
試
験
会
場

鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
（
鹿

児
島
市
下
伊
敷
１
丁
目

52
ー
１
）

◆
受
験
申
請
受
付
期
間

５
月
11
日
（
月
）
～
６
月

５
日
（
金
）

※
受
験
案
内
は
、
県
庁
健

康
増
進
課
ま
た
は
県
の
各

保
健
所
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
受
験
申
請
書
な
ど
の

提
出
先
は
、
受
験
案
内
に

沿
っ
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
問
＝
県
庁
健
康
増
進

課
☎
０
９
９(

２
８
６)

２
７
１
７

今
年
度
の
消
防
設
備
士
試

験
は
７
月
26
日
（
日
）
に

鹿
児
島
市
、
奄
美
市
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

願
書
の
受
付
期
間
は
、

６
月
９
日
（
火
）
か
ら
18

日
（
木
）
ま
で
で
、
試
験

案
内
お
よ
び
願
書
の
配
布

先
は
、
一
般
財
団
法
人
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
鹿

児
島
県
支
部
、
県
消
防
保

安
課
、
県
内
各
消
防
局
・

消
防
本
部
、
各
町
村
役
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
＝
一
般
財
団
法
人
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
鹿

児
島
県
支
部
☎
０
９
９

(

２
１
３)

４
５
７
７
県

庁
消
防
保
安
課
☎
０
９
９

(

２
８
６)

２
２
５
９

　

島
内
で
運
行
し
て
い
る

路
線
バ
ス
に
は
、
フ
リ
ー

乗
降
区
間
が
あ
り
ま
す
。

停
留
所
以
外
で
も
手
を
あ

げ
て
合
図
し
て
い
た
だ
け

ま
し
た
ら
乗
降
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
区
間
で

は
停
留
所
以
外
乗
降
で
き

ま
せ
ん
。

・
河
内
～
大
宇
都

・
栄
町
～
西
中
高

・
栄
町
～
東
中
高

・
脇
之
川
～
星
原
小

・
桜
が
丘
～
南
鴨
女
町

・
石
寺
～
種
子
島
高
校

　

ま
た
、
道
路
交
通
法
に

よ
り
次
の
場
所
で
は
停
車

で
き
ま
せ
ん
。

○
交
差
点
・
横
断
歩
道
・

坂
の
頂
上
付
近
・
勾
配
の

急
な
坂

○
交
差
点
・
横
断
歩
道
の

側
端
ま
た
は
道
路
の
曲
が

り
角
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内

○
運
転
手
が
危
険
と
判
断

し
た
場
所

◎
問
＝
路
線
バ
ス
運
行
事

業
者
（
有
限
会
社
和
人

組
バ
ス
事
業
部
）
☎
㉖

２
２
３
１

　

こ
れ
ま
で
、
毎
週
水
曜

日
の
午
後
が
休
診
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
５
月

よ
り
毎
週
月
曜
日
の
午
後

が
休
診
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
診
療
に
つ
き
ま
し
て

は
予
約
制
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
事
前
に
お
電
話

に
て
ご
予
約
の
上
、
受
診

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
＝
種
子
島
産
婦
人
科

医
院
☎
㉒
０
２
６
０

令
和
２
年
度
調
理
師
試

験
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
消
防
設
備

士
試
験
に
つ
い
て

公
共
交
通
機
関
の
お
知

ら
せ

種
子
島
産
婦
人
科
医
院

診
療
時
間
変
更
の
お
知

ら
せ



南
種
子
町
教
育
委
員
会

　

町
内
各
小
学
校
・
南
種
子

中
学
校
の
令
和
2
年
度
入
学

式
が
、
４
月
6
日
（
月
）
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の

新
入
生
は
、
小
学
校
が
52
人
、

中
学
校
が
46
人
で
し
た
。

　

ご
入
学
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

令和 2 年度児童・生徒数（４月 10 日現在）
学校名 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 合計

平 山 3 2 1 5 3 2 16

茎 南 5 5 8 11 5 8 42

花 峰 2 0 3 2 2 2 11

西 野 4 4 5 8 6 7 34

大 川 2 1 4 2 2 3 14

島 間 8 4 4 7 6 7 36

長 谷 4 6 3 5 6 3 27

中 平 30 29 30 26 21 24 160

小学校計 52 56 61 53 57 57 340

南種子中 46 39 38 ‐ ‐ ‐ 123

２人の新入生を迎え、令和２年度のスタートです！
〈大川小学校〉

元気いっぱい、瞳を輝かせた８人の島間っ子が入学しました。
〈島間小学校〉

４人のかわいい新入生を迎え新年度がスタートしました。
〈長谷小学校〉

ニコニコ笑顔の女の子３人を迎えての入学式でした。
〈平山小学校〉

男子 4 人、女子 1 人、計 5 人の新 1 年生が入学しました。
〈茎南小学校〉

かわいい一年生が２人入学してきました。みんなで１１名のスタートです！

〈花峰小学校〉
笑顔いっぱい、夢いっぱい、元気いっぱいの 1 年生。

〈西野小学校〉
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４
月
10
日
（
金
）、
町
教
育

委
員
会
主
催
の
令
和
２
年
度

南
種
子
町
転
入
教
職
員
宣
誓

式
が
町
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
県
教
職
員
人
事

異
動
に
よ
り
、
新
た
に
24
人
の

先
生
方
が
転
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
転
入
教
職
員
を
代

表
し
て
島
間
小
学
校
の
榎
本

明
彦
教
頭
に
よ
る
宣
誓
が
行

わ
れ
た
あ
と
、
教
育
長
の
式
辞

に
引
き
続
き
、
町
長
が
歓
迎

の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
平
山
小
学
校
の
橋
口

和
範
校
長
が
転
入
教
職
員
代

表
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
を
受
け
全
教
職

員
の
出
席
と
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
式
終
了
後
は
歓
迎

の
意
を
込
め
て
郷
土
菓
子
が

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

転
入
教
職
員
宣
誓
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

令和２年度 南種子中学校 新入生 １年 2 組〈南種子中学校〉

元気いっぱい中平っ子１年生！〈中平小学校〉

令和２年度 南種子中学校 新入生 １年１組〈南種子中学校〉

橋口和範校長橋口和範校長

榎本明彦教頭榎本明彦教頭
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「
こ
う
の
と
り
」
９
号
機

「
こ
う
の
と
り
」
９
号
機

打
ち
上
げ
日
決
定
！

打
ち
上
げ
日
決
定
！

　
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
「
こ

　
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
「
こ

う
の
と
り
」
９
号
機
を
搭
載
し
た
Ｈ

う
の
と
り
」
９
号
機
を
搭
載
し
た
Ｈ--

Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
９
号
機
が
、
今
年
５

Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
９
号
機
が
、
今
年
５

月月
2121
日
（
木
）
午
前
２
時

日
（
木
）
午
前
２
時
3030
分
頃
に

分
頃
に

打
ち
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま

打
ち
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。

し
た
。

　
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
「
こ

　
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
「
こ

う
の
と
り
」
は
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

う
の
と
り
」
は
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
に
補
給
物
資
を

シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
に
補
給
物
資
を

運
ぶ
た
め
の
輸
送
手
段
と
し
て
、
日

運
ぶ
た
め
の
輸
送
手
段
と
し
て
、
日

本
が
開
発
し
た
無
人
の
宇
宙
船
で
す
。

本
が
開
発
し
た
無
人
の
宇
宙
船
で
す
。

最
大
約
６
ト
ン
と
い
う
世
界
最
大
級

最
大
約
６
ト
ン
と
い
う
世
界
最
大
級

の
補
給
能
力
を
有
し
て
お
り
、
一
度

の
補
給
能
力
を
有
し
て
お
り
、
一
度

に
複
数
の
大
型
実
験
装
置
を
搭
載
で

に
複
数
の
大
型
実
験
装
置
を
搭
載
で

き
る
な
ど
「
こ
う
の
と
り
」
独
自
の

き
る
な
ど
「
こ
う
の
と
り
」
独
自
の

特
徴
を
活
か
し
Ｉ
Ｓ
Ｓ
運
用
の
根
幹

特
徴
を
活
か
し
Ｉ
Ｓ
Ｓ
運
用
の
根
幹

を
支
え
て
い
ま
す
。

を
支
え
て
い
ま
す
。

　
「
こ
う
の
と
り
」
の
打
ち
上
げ
は

　
「
こ
う
の
と
り
」
の
打
ち
上
げ
は

今
回
の
９
号
機
で
最
後
と
な
り
、

今
回
の
９
号
機
で
最
後
と
な
り
、

２
０
２
１
年
度
か
ら
は
新
型
の
宇
宙

２
０
２
１
年
度
か
ら
は
新
型
の
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
Ｈ
Ｔ
Ｖ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
Ｈ
Ｔ
Ｖ--

ＸＸ

に
よ
る
物
資
補
給
が
予
定
さ
れ
て
い

に
よ
る
物
資
補
給
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

打
ち
上
げ
後
の
白
色
粉
の

打
ち
上
げ
後
の
白
色
粉
の

降
下
に
つ
い
て

降
下
に
つ
い
て

　
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
後
に
白
色
粉

　
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
後
に
白
色
粉

の
降
下
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
町

の
降
下
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
町

の
防
災
行
政
無
線
（
打
ち
上
げ
日
の

の
防
災
行
政
無
線
（
打
ち
上
げ
日
の

前
日
お
よ
び
当
日
）
に
て
お
知
ら
せ

前
日
お
よ
び
当
日
）
に
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
白
色
粉
そ
の
も
の
は

い
た
し
ま
す
。
白
色
粉
そ
の
も
の
は

無
害
で
す
。
で
き
る
限
り
、
車
は
車

無
害
で
す
。
で
き
る
限
り
、
車
は
車

庫
に
入
れ
、
洗
濯
物
は
屋
内
に
干
し

庫
に
入
れ
、
洗
濯
物
は
屋
内
に
干
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
車
や
洗
濯
物
な
ど
に
付

す
。
ま
た
、
車
や
洗
濯
物
な
ど
に
付

着
し
て
も
水
で
洗
い
流
し
て
い
た
だ

着
し
て
も
水
で
洗
い
流
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
に

け
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
に

は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

致
し
ま
す
。

微
小
小
惑
星
で
の
ク
レ
ー
タ
ー

微
小
小
惑
星
で
の
ク
レ
ー
タ
ー

形
成
過
程
の
解
明
！

形
成
過
程
の
解
明
！

　
今
か
ら
約
１
年
前
の
２
０
１
９
年

　
今
か
ら
約
１
年
前
の
２
０
１
９
年

４
月
５
日
、
小
惑
星
探
査
機
「
は
や

４
月
５
日
、
小
惑
星
探
査
機
「
は
や

ぶ
さ
２
」
は
小
型
搭
載
型
衝
突
装
置

ぶ
さ
２
」
は
小
型
搭
載
型
衝
突
装
置

（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
）
を
用
い
て
小
惑
星
リ
ュ
ウ

（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
）
を
用
い
て
小
惑
星
リ
ュ
ウ

グ
ウ
に
人
工
ク
レ
ー
タ
ー
を
生
成
す

グ
ウ
に
人
工
ク
レ
ー
タ
ー
を
生
成
す

る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
同
時
に
、

る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
同
時
に
、

「
は
や
ぶ
さ
２
」
か
ら
分
離
さ
れ
た
カ

「
は
や
ぶ
さ
２
」
か
ら
分
離
さ
れ
た
カ

メ
ラ
（
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｍ
３
）
に
よ
り
、
衝

メ
ラ
（
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｍ
３
）
に
よ
り
、
衝

突
後
か
ら
約
８
分
間
に
わ
た
り
衝
突

突
後
か
ら
約
８
分
間
に
わ
た
り
衝
突

領
域
の
様
子
が
捉
え
ら
れ
ま
し
た
。

領
域
の
様
子
が
捉
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
惑
星
の
表
面
は
大
な
り
小
な
り

　
小
惑
星
の
表
面
は
大
な
り
小
な
り

宇
宙
風
化
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、

宇
宙
風
化
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、

そ
の
ま
ま
で
は
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
」

そ
の
ま
ま
で
は
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
」

物
質
を
調
査
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

物
質
を
調
査
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
人
工
ク
レ
ー
タ
ー
を

ん
。
し
か
し
、
人
工
ク
レ
ー
タ
ー
を

造
れ
ば
、
宇
宙
風
化
を
受
け
て
い
な

造
れ
ば
、
宇
宙
風
化
を
受
け
て
い
な

い
小
惑
星
の
地
下
物
質
を
観
測
す
る

い
小
惑
星
の
地
下
物
質
を
観
測
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
人
工
ク
レ
ー
タ
ー
が
生
成
し

　
こ
の
人
工
ク
レ
ー
タ
ー
が
生
成
し

た
領
域
を
観
測
し
た
結
果
、
人
工
ク

た
領
域
を
観
測
し
た
結
果
、
人
工
ク

レ
ー
タ
ー
は
半
円
形
を
し
て
お
り
、

レ
ー
タ
ー
は
半
円
形
を
し
て
お
り
、

直
径
は
約

直
径
は
約
1414
・
５
メ
ー
ト
ル
で
し
た
。

・
５
メ
ー
ト
ル
で
し
た
。

こ
れ
は
、
地
球
上
で
形
成
さ
れ
る
場

こ
れ
は
、
地
球
上
で
形
成
さ
れ
る
場

合
の
約
７
倍
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

合
の
約
７
倍
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
間
赤
外
線
カ
メ
ラ
（
Ｔ

　
ま
た
、
中
間
赤
外
線
カ
メ
ラ
（
Ｔ

Ｉ
Ｒ
）
で
取
得
し
た
デ
ー
タ
か
ら
は
、

Ｉ
Ｒ
）
で
取
得
し
た
デ
ー
タ
か
ら
は
、

リ
ュ
ウ
グ
ウ
の
表
面
は
隙
間
だ
ら
け

リ
ュ
ウ
グ
ウ
の
表
面
は
隙
間
だ
ら
け

（
多
孔
質
）
の
物
質
で
で
き
て
い
る
こ

（
多
孔
質
）
の
物
質
で
で
き
て
い
る
こ

と
な
ど
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

と
な
ど
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244
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◆
地
域
支
え
合
い
推
進

◆
地
域
支
え
合
い
推
進

員
の
ご
紹
介
◆

員
の
ご
紹
介
◆

　

今
年
度
よ
り
新
た
に
３
人
の

地
域
支
え
合
い
推
進
員
が
加
わ

り
ま
し
た
。

【
上
中
地
区
】

　
渡
部　
恵
子
さ
ん

　
（
わ
た
な
べ　
け
い
こ
）

昨
年
の
宇
宙
留
学
が
き
っ
か
け

で
種
子
島
に
来
て
豊
か
な
自
然

が
と
て
も
気
に
入
り
、
島
民
と

な
り
ま
し
た
。
奉
仕
の
精
神
を

一
番
に
、
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
西
海
地
区
】

　
大
崎　
郁
代
さ
ん

　
（
お
お
さ
き　
い
く
よ
）

茎
永
に
嫁
に
来
て
39
年
。
西
海

地
区
の
こ
と
は
、
ま
だ
よ
く
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
地
元
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
支
え
合

い
推
進
員
と
し
て
頑
張
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
島
間
地
区
】

　
河
北　
た
け
る
さ
ん

　
（
か
わ
き
た　
た
け
る
）

島
間
地
区
の
地
域
支
え
合
い
推

員
と
し
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

【
各
地
区
の
支
え
合
い
推
進
員
】

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

開催場所
地域支え合い
推進員

電話番号

平山地区公民館 古田真利子 26-7678

茎永地区公民館 上園　敏信 26-7657

下中地区公民館 篠山りえ子 26-1774

西之地区公民館 中脇　重夫 26-6049

西海地区公民館 大崎　郁代 26-1545

島間地区公民館 河北たける 26-4191

長谷地区公民館 古市　光枝 26-0128

上中地区公民館 渡部　恵子 26-0663

造
影
剤
に
つ
い
て

造
影
剤
に
つ
い
て

　
　
　

公
立
種
子
島
病
院

　
診
療
放
射
線
技
師　
石
元
時
弘

　

病
院
な
ど
で
、
Ｘ
線
検
査
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を

受
け
る
時
に
、「
造
影
剤
を
使
っ
て
検
査
を
し
ま

す
」
と
担
当
の
先
生
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
や
、

実
際
に
使
っ
て
検
査
を
受
け
ら
れ
た
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
造
影
剤
に
つ

い
て
少
し
説
明
し
ま
す
。

　

造
影
剤
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
写
る
薬
で
す
。

こ
の
薬
を
使
っ
て
、
普
通
の
写
真
で
は
み
る
こ

と
の
で
き
な
い
臓
器
や
、
部
位
を
見
え
る
よ
う

に
す
る
、
あ
る
い
は
、
正
常
組
織
と
病
変
組
織

を
区
別
す
る
た
め
各
々
の
臓
器
の
区
別
を
つ
け

や
す
く
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
薬
剤
で
す
。

　
造
影
剤
は
大
き
く
、
陰
性
造
影
剤
と
陽
性
造

影
剤
に
区
別
さ
れ
ま
す
。
陰
性
造
影
剤
は
、
空

気
や
炭
酸
ガ
ス
で
す
。
陽
性
造
影
剤
は
、
食
道
・

胃
、
大
腸
な
ど
消
化
管
を
観
察
す
る
バ
リ
ウ
ム

な
ど
や
、
Ｃ
Ｔ
や
血
管
造
影
、
泌
尿
器
科
系
の

検
査
、
整
形
外
科
系
で
使
用
さ
れ
る
ヨ
ー
ド
系

造
影
剤
で
す
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
は
ガ
ド
リ
ニ
ウ

ム
造
影
剤
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
検
査
の
種
類
に

応
じ
た
造
影
剤
が
使
用
さ
れ
ま
す
。
検
査
後
は
、

体
外
に
排
尿
、
排
便
と
し
て
排
出
さ
れ
ま
す
。

バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
だ
時
に
は
、
下
剤
を
飲
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
造
影
剤
の
安
全
性
は
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ま
れ
に
副
作
用
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ヨ
ー
ド
系
の
造
影
剤
で
軽
い
副
作
用
と
し
て
、

吐
き
気
・
動
機
・
か
ゆ
み
・
発
疹
な
ど
が
あ
り
、

自
然
に
軽
快
し
て
い
き
ま
す
が
、
症
状
の
程
度

に
よ
り
、
薬
に
よ
る
治
療
を
行
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
重
い
副
作
用
と
し
て
は
、
呼
吸
困
難
・

意
識
障
害
な
ど
六
千
人
に
一
人
（
文
献
に
よ
っ

て
は
、
千
人
に
一
人
）
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
検
査
前
に
問
診
で
、
過
去
に

造
影
剤
を
使
用
し
た
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
際
に
気
分
が
悪
く
な
っ
た
、
ア
レ
ル

ギ
ー
が
あ
る
、
既
往
歴
、
飲
ん
で
い
る
薬
な
ど

聞
い
て
判
断
し
、
造
影
剤
を
使
う
意
義
、
副
作

用
な
ど
説
明
し
、
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
注
意

し
て
検
査
を
行
い
ま
す
。
造
影
剤
使
用
の
検
査

に
関
し
て
、
疑
問
な
ど
あ
れ
ば
、
説
明
の
際
に

担
当
医
・
看
護
師
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

健健
ひひ
公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば
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広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３

日
本
赤
十
字
活
動
資
金
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

　
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
町
民

の
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

会
費
（
活
動
資
金
）
で
支
え
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
中
か
ら
南
種
子
町
内
で

も
、
火
災
・
災
害
時
な
ど
の
救
済
物

資
や
見
舞
金
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
増
加
し
て
い
る
災
害
に

備
え
、
防
災
・
減
災
の
普
及
啓
発
活

動
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
会
費
募
集
の
際
は
、
各
集
落
公
民

館
長
や
班
長
が
皆
様
方
の
ご
家
庭
を

訪
問
致
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
出
に
つ

い
て

　

南
種
子
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
出
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

○
貸
出
対
象
者
（
以
下
の
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
す
方
）

 

・
南
種
子
町
在
住

 

・
普
通
自
動
車
の
運
転
免
許
証
を
保

　
有
さ
れ
て
い
る
方

 

・
６
歳
未
満
の
幼
児
を
乗
車
さ
せ
る
方

 

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
装
着
で
き

　
る
自
動
車
を
使
用
す
る
方

 

・
里
帰
り
な
ど
に
よ
り
一
時
的
に
必

　
要
な
方

（
※
貸
出
期
間
は
、
一
週
間
以
内
と
し

利
用
料
は
千
円
で
す
。）

　
貸
出
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
運
転

免
許
証
を
ご
持
参
の
う
え
、
社
協
事

務
所
ま
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
電
話
予
約
も
で
き
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
利
用
料
は
、
赤
い
羽
根
の
共
同
募

金
と
し
て
受
入
れ
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

岩
穴
焚
き

　

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
ら
広

田
港
へ
２
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と

こ
ろ
に
、
岩
穴
と
呼
ば
れ
る
文
化
財

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
岩
穴
は
、
広
田

自
治
公
民
館
の
皆
様
に
よ
っ
て
大
切

に
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
岩
穴
焚
き
」
は
、
今
で
言
う
と
こ

ろ
の
「
サ
ウ
ナ
風
呂
」
の
よ
う
な
も

の
で
す
。
ま
ず
、
岩
穴
の
中
で
火
を

焚
き
、
岩
の
壁
を
暖
め
ま
す
。
次
に

穴
の
中
央
に
焚
き
火
の
残
り
火
を
集

め
、
そ
の
周
囲
に
小
枝
や
柴
、
ゲ
ッ

ト
ウ
の
葉
、
バ
シ
ョ
ウ
の
葉
等
を
敷

き
つ
め
、
入
浴
者
は
そ
の
上
に
座
り

ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
藁わ
ら

で
作
っ
た

蓋
で
入
り
口
を
密
閉
し
、
発
汗
を
促

す
の
で
す
。

　

広
田
自
治
公
民
館
で
は
、
こ
の
貴

重
な
伝
統
文
化
を
守
る
た
め
、
西
銘

吉
十
郎
氏
ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
昭

和
48
年
4
月
に
岩
穴
を
修
理
、「
岩
穴

焚
き
」
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
近
年

で
は
、
西
銘
十
市
氏
ら
が
平
成
8
年

12
月
12
日
と
14
日
に
「
岩
穴
焚
き
」

を
行
い
、
平
山
小
学
校
の
児
童
も
体

験
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
1
月
10
日
に
は
、
広
田

遺
跡
語
り
部
の
会
が
中
心
と
な
り
、

「
岩
穴
焚
き
」
を
復
活
さ
せ
、
そ
れ
か

ら
毎
年
行
っ
て
き
た
の
で
す
。

岩穴焚きの様子

広田自治公民館による清掃の様子
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年
金
だ

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
☎
㉖
６
６
９
０

★
新
着
本
　
紹
介
★

★
新
着
本
　
紹
介
★

一　
般　
書

●
ハ
ワ
イ
完
全
版
２
０
２
０
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ

ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）

●
イ
ラ
ス
ト
で
わ
か
る　
新
版　
安
心
イ

ネ
つ
く
り
（
山
口
正
篤
）

●
ド
ブ
ロ
ク
を
つ
く
ろ
う
（
前
田
俊
彦
）

●
蜜
量
倍
増　
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
い
方
（
干

場
英
弘
）

●
ぼ
く
は
イ
エ
ロ
ー
で
ホ
ワ
イ
ト
で
、

ち
ょ
っ
と
ブ
ル
ー（
ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ
）

●
ケ
ー
キ
の
切
れ
な
い
非
行
少
年
た
ち

（
宮
口
幸
治
）

●
猫
の
た
め
の
家
づ
く
り
（
澤
井
聖
一
）

●
死
ん
で
も
床
に
モ
ノ
を
置
か
な
い
。（
須

藤
昌
子
）

●
さ
し
す
せ
そ
の
女
た
ち（
椰
月
美
智
子
）

●
狗
吠
（
波
平
由
紀
靖
）

●
新
章　
神
様
の
カ
ル
テ
（
夏
川
草
介
）

　
　
　
　
他
、
33
冊

★
「
県
立
図
書
館
貸
出
文
庫
」

★
「
県
立
図
書
館
貸
出
文
庫
」

貸
出
開
始
の
お
し
ら
せ

貸
出
開
始
の
お
し
ら
せ

　

今
年
度
も
鹿
児
島
県
立
図
書
館
か
ら
、

約
１
０
０
０
冊
の
本
が
届
き
ま
す
！
（
５

月
上
旬
予
定
）

　

通
常
の
本
と
同
じ
よ
う
に
、
１
人
５

冊
ま
で
、
２
週
間
借
り
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

★
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

★
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

　

４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
ま
で
の
約

３
週
間
は「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」で
す
。

子
ど
も
の
時
か
ら
多
く
の
本
に
触
れ
る

こ
と
は
、
学
力
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

［
年
金
保
険
料
の
納
付
は

［
年
金
保
険
料
の
納
付
は

前
納
制
度
が
お
得
！
］

前
納
制
度
が
お
得
！
］

　　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
現
金・

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

口
座
振
替
納
付
は
、
割
引
額
が
大

き
く
、
大
変
お
得
で
す
。（
下
表
参

照
）

　
①
毎
月
（
割
引
な
し
）

　
②
毎
月
（
早
割
）

　
　

※
納
付
期
限
よ
り
も
1
カ
月

　
　
早
く
振
替

　
③
6
カ
月
分
の
前
納

　
　
（
4
月
～
9
月
分
、

　
　
　
10
月
～
翌
年
3
月
分
）

　
④
1
年
度
分
の
前
納

　
　
（
4
月
～
翌
年
3
月
分
）

　
⑤
2
年
度
分
の
前
納

　
　
（
4
月
～
翌
々
年
3
月
分
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

☎
0
9
9
（
2
2
6
）
3
2
4
0

　

役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
年
金
係

☎ 

㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
５
）

■納付額比較表（令和２年４月時点）　　※保険料月額は令和２年度 16,540 円　令和３年度 16,610 円です。
１カ月分 ６カ月分 １年度分 ２年度分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額
①毎月納付 16,540 円 - 99,240 円 - 198,480 円 - 397,800 円 -
②早割 16,490 円 50 円 98,940 円 300 円 197,880 円 600 円 - -
③６カ月前納（現金納付） - - 98,430 円 810 円 196,860 円 1,620 円 - -
③６カ月前納（口座振替） - - 98,110 円 1,130 円 196,220 円 2,260 円 - -
④ １年前納（現金納付） - - - - 194,960 円 3,520 円 - -
④ １年前納（口座振替） - - - - 194,320 円 4,160 円 - -
⑤ ２年前納（現金納付） - - - - - - 383,210 円 14,590 円
⑤２年前納（口座振替） - - - - - - 381,960 円 15,840 円
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南
種
子
町
に
は
多
く
の
伝
統
文

化
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
伝
統
文
化
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

中
なかがわ

川　陽
はると

斗くん
平成 28年 6月 24日生まれ
新平さん・琴乃さんの男の子（島間）

　しっかり者で皆を笑わせてくれる陽斗。
　弟と妹への『好き』が溢れるお兄ちゃん。
　これからも沢山笑って元気いっぱいの陽斗で
いてね！

ご家族からひとこと

加
かとう

藤　紬
つむぎ

義くん
平成 28年 6月 5日生まれ
隆之さん・佳保里さんの男の子（上中）

　恐竜大好きつむぎくん。
　スクスク育ってくれてありがとう♡
　あなたの笑顔に毎日いやされているよ。
　これからも可愛い笑顔を沢山みせてね。

　

下
中
の
郡
原
・
夏
田
集
落
に

は
、
大
踊
と
し
て
安
城
踊
、
中

踊
は
ヤ
ー
ト
セ
ー
（
清
左
口

説
）、
ひ
ょ
う
た
ん
踊
り
、
棒

踊
り
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
大
踊
は
、
大
変
良
い
も

の
だ
と
い
わ
れ
、
他
の
地
区
か

ら
習
い
た
い
と
い
う
話
が
い
く

つ
も
お
こ
り
、
茅
切
矢
三
次
氏

の
頃
に
、
茎
永
上
之
町
に
教
え

た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

山
神
・
里
集
落
の
さ
ん
ご
踊
や

真
所
集
落
の
安
城
踊
な
ど
も
素

晴
ら
し
い
踊
り
と
さ
れ
る
。
下

中
の
各
集
落
に
伝
わ
る
、
ひ
ょ

う
た
ん
踊
り
、
ヤ
ー
ト
セ
ー
な

ど
の
中
踊
も
、
よ
い
も
の
だ
と

い
う
こ
と
で
他
の
集
落
に
教
え

た
り
し
て
き
た
。

　

近
年
で
は
、
少
子
高
齢
化
の

影
響
で
踊
る
こ
と
も
難
し
く

な
っ
て
き
た
が
、
花
峰
小
学
校

の
児
童
が
参
加
し
た
り
、
校
区

で
踊
っ
た
り
と
工
夫
を
し
て
い

る
。

ヤートセー（清左口説）
（平成 8 年、下中八幡神社）

下
中
郡
原
・
夏
田
の
大
踊
・
中
踊
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　
）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

古
市　
英
康
（
母
・
ケ
サ
）

名
越　
睦
夫
（
妻
・
寛
子
）

古
市　
正
人
（
妻
・
ト
キ
ヱ
）

耕　
隆
昭　
（
義
姉
・
け
い
子
）

日
髙　
和
紀
（
母
・
ハ
ヤ
）

山
下　
和
德
（
母
・
ノ
リ
子
）

（
氏
名
） 　
　

 　

       （
保
護
者
） 　

   　

   　
（
地
区
）

山や
ま
ぐ
ち口　
明あ

す

む
日
夢　
（
政
哉
・
寧
々
）　　
上
中

う
ぶ
ご
え

（　）は前月比

人の動き　3月31日現在
総人口（ 人 ） 5,506（－ 131）

男（ 人 ） 2,756（－ 56）
女（ 人 ） 2,750（－ 75）

世帯数（ 戸 ） 2,924（－ 26）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

3 月 0 件 13 件
累 計 0 件 64 件

※累計は令和 2 年 1 月から

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所

7 木 母子手帳交付 13：30～　研修センター 16 土 青少年育成の日

10 日 町内一斉クリーン作戦 17 日 家庭の日

14 木 松くい虫航空防除 21 木 Ｈ-ⅡＢロケット９号機打ち上げ 午前2時30分頃

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　4月15日現在
発生 死者 傷者

南種子町 1（± 0） 0（± 0） 1（± 0）
中種子町 0（－ 1） 0（± 0） 0（－ 1）
西之表市 2（－ 7） 0（± 0） 2（－ 10）

計 3（－ 8） 0（± 0） 3（－ 11）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
3
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　（
3
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

■日曜祝祭日在宅当番医

日 在宅当番医 所在地 電　話
3 公立種子島病院 南種子町 26-1230
4 種子島医療センター 西之表市 22-0960
5 種子島医療センター 西之表市 22-0960
6 種子島医療センター 西之表市 22-0960
10 百合砂診療所 西之表市 28-3901
17 田上診療所 中種子町 27-0325
24 中種子クリニック 中種子町 27-3222
31 種子島医療センター 西之表市 22-0960

５月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　

  　

  （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

河
北　
テ
ツ
子　
　
79　
　
　
島
間

耕　
け
い
子　
　
　
70　
　
　
上
中

古
市　
ト
キ
ヱ　
　
81　
　
　
島
間

日
髙　
ハ
ヤ　
　
　
99　
　
　
西
之

小
川　
浩
美　
　
　
80　
　
　
平
山

西
野　
ヱ
イ　
　
　
92　
　
　
上
中

長
田　
テ
イ
子　
　
75　
　
　
上
中

古
市　
勉　
　
　
　
91　
　
　
下
中

柳
田　
拓
男　
　
　
77　
　
　
島
間

■公立種子島病院の各科診療日

診療科目 診療日

小児外来 火曜と木曜の午後

眼科 11、12、25、26 日

耳鼻咽喉科 木曜

整形外科 火曜

消化器外科
火曜、水曜（午前）、
木曜（午前）、金曜（午前）

■日曜営業スタンド当番店

日 当番店

3 （有）船川石油店　上中給油所

10 （有）永松産業　南種子給油所

17 （有）和人組　南種子給油センター

24 種子島石油（株）　南種子給油所

31 （有）船川石油店　上中給油所

※営業時間は午前 8 時～午後 6 時

６
月
１
日
（
月
）
は

国
民
健
康
保
険
税
の

第
１
期
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

ご
結
婚

西
園　
大
樹　
　
　
島
間

長
谷
川　
真
希　
　
中
種
子
町

（
氏
名
）　　

    　

   　

  （
地
区
）
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町
漁
協
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
も
っ

と
お
さ
か
な
を
食
べ
て
も
ら
お
う
と
、

４
月
６
日（
月
）の
入
学
式
に
お
い
て
、

魚
の
引
換
券
が
全
児
童
52
人
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
平
成
28
年
度
か
ら

毎
年
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
、
島
間
港

で
１
年
間
養
殖
さ
れ
た
出
生
魚
の
「
ハ

マ
チ
（
お
よ
そ
50
㎝
・
２
匹
）」
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
、最
も
早
く
漁
協
直
営
店「
天

空
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
に
来
店
し
た
大

川
小
学
校
の
園
田
愛
海
さ
ん
に
は
、
大

川
則
夫
理
事
か
ら
目
録
の
贈
呈
が
行
わ

れ
、「
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
宇

宙
へ
飛
び
立
つ
ロ
ケ
ッ
ト
の
よ
う
な
成

長
を
期
待
し
ま
す
」
と
祝
い
の
言
葉
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
約
４
㎏
の
ハ
マ
チ
を
抱
え
た
愛
海
さ

ん
は
「
と
て
も
う
れ
し
い
。
お
母
さ
ん

に
魚
フ
ラ
イ
や
焼
き
魚
に
し
て
も
ら
っ

て
食
べ
た
い
」
と
満
面
の
笑
顔
で
話
さ

れ
ま
し
た
。

新新
入
生
に
南
種
子
産
養
殖
ハ
マ
チ
贈
呈

入
生
に
南
種
子
産
養
殖
ハ
マ
チ
贈
呈

大
麻
や
ケ
シ
を
見
つ
け
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

大
麻
や
ケ
シ
を
見
つ
け
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

大
麻
や
ケ
シ
は
法
律
に
よ
り
栽
培
が

規
制
さ
れ
て
い
る
植
物
で
す
。
ポ
ピ
ー

な
ど
と
間
違
え
て
植
え
て
し
ま
っ
た
り
、

繁
殖
力
が
強
く
自
然
に
生
え
た
り
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し
大
麻
や

ケ
シ
か
も
し
れ
な
い
植
物
を
見
つ
け
た

ら
、
抜
か
ず
に
保
健
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
大
麻
の
特
徴

 [

葉]

３
～
９
枚
の
小
葉
が
集
ま
っ
て

手
の
ひ
ら
の
よ
う
な
形

 [

茎]

太
く
ま
っ
す
ぐ
に
立
ち
大
き
い

も
の
は
３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

 [

花]

夏
に
咲
き
雌
花
は
樹
液
で
ネ
バ
つ

く
。

◆
ケ
シ(

ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
種)

の
特
徴

 [

花]

４
～
６
月
に
咲
き
色
は
赤
・
桃
・
紫
・

白
な
ど

 [

果
実]

球
形
で
上
部
が
平
た
い
皿
の

よ
う
な
形

 [

草
丈]

開
花
期
に
は
１
メ
ー
ト
ル
程

※
オ
ニ
ゲ
シ
・
ヒ
ナ
ゲ
シ
は
栽
培
し
て

も
よ
い
ケ
シ
で
す
。

◎
問
＝
西
之
表
保
健
所
衛
生
・
環
境
係

　
　
　
☎
㉒
0
0
3
2

ケシの花と果実

大麻の葉
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